「内国植民地」としての北海道近代法史試論 -「民事判決」分析を通じた外地法史との比較可能性を目指して- by 岡崎,まゆみ

























(1)矢内原忠雄『矢内原忠雄全集 第 1巻 植民及植民政策』（岩波書店、1963年）468–470頁。
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Raj, Relocating Modern Science : Circulation and the Construction of knowledge
in South Asia and Europe, 1650–1900 ; Basingstoke, Palgrave, Macmillan, 2007
を参照。
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「内国植民地」としての北海道近代法史試論（岡崎）
に比べ一定の優遇措置がとられた。たとえば 1872（明治 5）年 9月施行の「北海道
土地売貸規則」及び「地所規則」では、開墾を条件として一人につき 10万坪を上
















































































































































































簿冊には、1904（明治 37）年度 90件、1905（明治 38）年度 66件、1906（明治
39）年度 61件、1907（明治 40）年度 53件、1908（明治 41）年度 115件、1909




「民事（第一審）判決原本綴明治 37年帯広区裁」（分館 12–010-00平 13民事 01738100）
「民事（第一審）判決原本明治 39年帯広区裁」（分館 12–010-00平 13民事 01739100）
「民事（第一審）判決原本綴明治 41年帯広区裁」（分館 12–010-00平 13民事 01740100）
「判決原本明治 42年帯広区裁」（分館 12–010-00平 13明治 01741100）
「判決原本綴明治 43年帯広区裁」（分館 12–010-00平 13民事 01742100）
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「判決原本綴明治 44年～大正元年帯広区裁」（分館 12–010-00平成 13民事 01743100）
なお明治 36年度分については管見の限り見当たらず未見である。






































































(47)前掲、「民事（第一審）判決原本綴明治 37年帯広区裁」（分館 12–010-00平 13民事
01738100）。
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「内国植民地」としての北海道近代法史試論（岡崎）
渉空間に類似しているのである―(52)。地域・年代の射程を広げながら、今後も北
海道の『民事判決原本』に見られる「アイヌ」―「和人」間の近代法的交錯の過程
を追究してゆきたい。
以上
岡野誠先生には、ダイナミックでありながらも極めて緻密な、その東洋法史学の
深淵をお教えいただいた。わたくしが研究の道に進むきっかけを作ってくださっ
たのも、先生のご助言があったからこそである。篤く感謝申し上げるとともに、今
後も先生の益々のご健筆を希ってやまない。
※ 本研究は、平成 28年度三菱財団人文科学研究助成を受けたものである。
（助成課題名：「内国植民地としての北海道における近代法の伝播」、研究代表者）
※ 釧路弁護士会帯広支部、幕別町ふるさと館、幕別町蝦夷文化考古館の皆様には、
本稿執筆にあたりとりわけ資料の提供・利用につき快く便宜を図っていただい
た。記して心より御礼申し上げる。
（帯広畜産大学人間科学研究部門講師）
(52)前掲拙稿・博士論文では、法によって秩序化された「中心」―「周縁」空間のなかに、
（「中心」によって）予定された秩序とは異なる朝鮮人と内地人の交錯（交渉）空間が存在
していたことを、親族相続関係の争訟をめぐる植民地司法の対応、判決資料を通じて実
証を試みた。
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